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  にんにくとべごまつり ／ 千 葉県多古町議会視察受け入れ
令和７年１０月３日

千葉県多古町議会議員視察受け入れ

創遊村視察

せんべい焼き体験
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  にんにくとべごまつり ／ 千 葉県多古町議会視察受け入れ

　

町
名
が
似
て
い
る

こ
と
か
ら
交
流
が
始

ま
っ
た
“
千
葉
県
多

古
町
”
と
“
青
森
県

田
子
町
”。

　

６
月
は
当
町
か
ら

多
古
町
へ
お
邪
魔
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
今

回
は
、
多
古
町
か
ら

鵜
澤
議
長
を
は
じ
め

４
名
の
議
員
の
皆
様

が
来
町
さ
れ
、
創
遊

村
で
、
せ
ん
べ
い
焼

き
体
験
や
茅
葺
き
屋

根
の
古
民
家
を
視
察

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
に
ん
に
く

と
べ
ご
ま
つ
り
で

は
、当
町
特
産
の
「
田

子
牛
」
や
田
子
牛
の

丸
焼
き
を
食
し
な
が

ら
、
当
町
と
多
古
町

と
の
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
、
今
後

も
両
町
の
発
展
の
た

め
、
実
り
あ
る
交
流

活
動
を
行
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

令和７年１０月４日
にんにくとべごまつり

田子町自慢の“田子牛”食べずにはいられない！！
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議案
番号

議案等の採決結果
　件名と主な内容
　賛成・・・〇　　反対・・・×
　欠席・・・欠　　退席・・・退
　議長は採決に加わらないため・・・－

議席
番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

議決
結果

尾
形
　
憲
男

椛
本
　
義
見

宮
村
　
尚
哉

欠
端
　
則
夫

山
崎
　
美
代
志

　
欠
　
　
員

山
﨑
　
一
義

菊
地
　
健
二

中
平
　
美
賀
子

澤
口
　
勝

令和７年田子町議会第２回臨時会
議　案
第39号 ○動産の買入れについて（消防ポンプ自動車購入） 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第40号

○令和７年度田子町一般会計補正予算（第３号）について・・・
歳入歳出それぞれ５，２９４千円を追加する。

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和７年田子町議会第３回定例会

議　案
第41号

○田子町議会議員及び田子町長の選挙における選挙運動の公
営に関する条例の一部改正について・・・選挙運動用ビラや
ポスターの作成に要する経費の上限額が引き上げられたため
関係条項を改正するもの。

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第42号

○職員の育児休業等に関する条例の一部改正について・・・
育児休業の部分休業の取得方法の多様化に係る所用の改正及
び整備を行うため、改正するもの。

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第43号

○田子町教職員住宅使用料条例の一部改正について・・・
教職員住宅４棟のうち２棟を用途廃止するもの。

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第44号 ○令和７年度田子町一般会計補正予算（第４号）について 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第45号

○令和７年度田子町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算
（第２号）について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第46号

○令和７年度田子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第47号

○令和７年度田子町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第
２号）について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第48号

○令和７年度田子町国民健康保険町立田子診療所及び介護老人
保健施設事業特別会計補正予算（第２号）について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

　
定
例
会

　

令
和
７
年
第
３
回
定
例
会
が
９
月
４

日
か
ら
９
月
11
日
ま
で
の
８
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
４
日
に
は
諸
般
の
報
告
、
議
案

の
上
程
・
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
８
日
の
一
般
質
問
に
は
３
名
の

議
員
が
登
壇
し
多
岐
に
わ
た
り
活
発
な

議
論
が
か
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
９
日
、
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、

同
日
、
決
算
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ

11
日
ま
で
開
催
し
、
一
般
会
計
か
ら
特

別
会
計
決
算
に
つ
い
て
審
議
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

９
月
11
日
に
は
認
定
第
１
号
及
び
、

追
加
提
案
の
審
議
、
議
員
派
遣
の
件
、

各
常
任
委
員
会
に
係
る
所
管
事
務
調
査

の
承
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　 

臨
時
会

　

 

令
和
７
年
第
２
回
臨
時
会
が
、
７
月

11
日
に
開
催
さ
れ
、
議
案
２
件
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
田
子
町
議
会
定
例
会

臨
時
会
あ
ら
ま
し

下
記
、
議
案
等
の
採
決
結
果

に
つ
い
て
は
、
時
系
列
と
な

り
ま
す
。
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議案
番号

議案等の採決結果
　件名と主な内容
　賛成・・・〇　　反対・・・×
　欠席・・・欠　　退席・・・退
　議長は採決に加わらないため・・・－

議席
番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

議決
結果

尾
形
　
憲
男

椛
本
　
義
見

宮
村
　
尚
哉

欠
端
　
則
夫

山
崎
　
美
代
志

　
欠
　
　
員

山
﨑
　
一
義

菊
地
　
健
二

中
平
　
美
賀
子

澤
口
　
勝

認　定
第１号 ○令和６年度田子町各会計歳入歳出　決算の認定について 原案

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第49号

○令和７年度田子町一般会計補正予算 ( 第５号 ) について・・・
令和７年８月２０日の大雨被害による、災害復旧に係る補正。

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議会を傍聴しませんか！！
　田子町では３月に第１回定例会、６月に第２回定例会、９月に第３回定例会、１２
月に第４回定例会が行われ、随時、臨時会が開かれます。定例会は一般質問を含め会
期中は、基本的に傍聴することができます。
　※開会は前月末に行われる場合があります。
　※ＴＣＶでは編集して放送しています。
　※会期日程については田子町役場ホームページをご覧下さい。

地方議会議員の活動は、単に本会議（定例会・臨時会等）などの会議に
出席し、議案の審議などを行うだけでなく、当該地方公共団体の事務に
関し調査研究するための研修会等の活動や、住民代表として住民意思を
把握するための活動等、広域的かつ多岐にわたります。

会議等の名称 派遣場所 派遣期間 派遣議員

町村議会広報研修会 東京都 ８月２８日 尾形・欠端・山﨑・菊地

田子小学校学習発表会 田子町 ９月２７日 尾形

田子町敬老会 田子町 １０月１６日 全議員

正副議長事務局長研修会 青森市 １０月２１日 澤口・尾形・欠端・宮村

美しい村20周年記念 東京都 １０月２４日 澤口

なかの東北絆まつり 東京都 １０月２５日 澤口・宮村・欠端
菊地・中平

会議等の名称 派遣場所 派遣期間

世紀越えトンネル全体会 鹿角市 １１月５日

郡議長会議員研修会 五戸町 １１月２０日

東京田子会 東京都 １１月２３日

議員活動出席状況

活動予定
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一 般 質 問

９月定例会では９月８日に一般質問が行われ、

３人の議員が町政について質問をしました。
内容は、質問した議員が要約し広報委員会が調整したものです。
ＴＣＶでは録画放送を行っていますので、ぜひご覧ください。

○欠端議員・・・Ｐ７

・捕獲鳥獣のジビエ化について	 ・自治会による草刈り等の活動について

○菊地議員・・・Ｐ８

・旧県立田子高等学校の敷地・建物の利活用について
・次期田子町総合計画における人口減少・少子化対策について

○山﨑（一）議員・・・Ｐ９

・防災について	 ・有害鳥獣被害対策について
・上水道旧管の更新について

○一般質問は、町政全般にわたり疑問点を問いただし、町の
様々な仕事について報告・説明を求め、町政のチェックを
行う大事な議員活動の場です。
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ジ
ビ
エ
化
に
は
、

①
安
定
的
な
捕
獲
頭
数
の
確
保

②
消
費
者
が
安
心
し
て
購
入
出
来
る

品
質
保
持
の
た
め
の
様
々
な
検
査
や

衛
生
管
理

③
加
工
施
設
を
維
持
す
る
た
め
の
販

売
先
の
確
保
。

以
上
、
３
つ
の
項
目
を
ク
リ
ア
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
町
で
実
施
す
る
事
は
厳

し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

民
間
で
実
施
す
る
場
合
に
は
関
係
機

関
と
と
も
に
指
導
等
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

ジ
ビ
エ
な
の
で
無
い
と
き
は
無
い

と
い
う
考
え
方
で
も
良
い
の
で
は

な
い
か
。

町
の
予
算
を
投
入
し
て
行
う
以
上

は
、
費
用
に
対
す
る
効
果
も
き
ち

ん
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
町

で
は
そ
の
事
業
を
行
う
予
定
は
今
の
と

こ
ろ
は
無
い
。

近
年
は
住
人
の
高
齢
化
が
著
し
く

草
刈
り
の
等
の
作
業
が
負
担
と
な

っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
事
に
町
と
し
て

は
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の

か
。

町
と
し
て
も
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
に
お
い

て
は
地
域
の
現
状
を
把
握
し
自
治
会
で

出
来
る
事
は
お
願
い
し
な
が
ら
、
町
の

機
械
に
よ
る
草
刈
り
の
実
施
や
、
国
・

県
道
は
県
に
要
望
を
す
る
な
ど
適
切
な

対
応
を
し
て
い
く
。

業
者
へ
の
発
注
や
草
刈
り
で
は
な

く
、
除
草
剤
の
散
布
な
ど
も
考
え

て
は
ど
う
か
。

除
草
剤
を
使
用
し
て
い
る
自
治
会

も
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

各
自
治
会
等
と
の
話
し
合
い
で
色
々
な

事
を
考
え
て
い
く
。

狩
猟
期
外
は
全
期
間
駆
除
の
対
象

と
し
て
書
類
を
扱
う
べ
き
で
は
な

い
か
。イ

ノ
シ
シ
と
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
町
が

策
定
し
た
有
害
鳥
獣
被
害
計
画
に

お
い
て
、
年
間
を
通
じ
た
全
期
間
駆
除

が
実
施
で
き
る
。
熊
は
県
の
指
定
管
理

鳥
獣
捕
獲
等
事
業
実
施
計
画
が
策
定
さ

れ
て
い
な
い
が
、
策
定
さ
れ
た
後
は
町

で
も
適
正
に
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
町
で
は
、
引
き
続
き
猟
銃
免
許
取

得
者
確
保
対
策
を
実
施
し
、
年
間
駆
除

実
施
に
向
け
た
方
策
を
検
討
し
て
い

く
。

捕
獲
鳥
獣
の
ジ
ビ
エ
化
に
は
ど
の

よ
う
な
ハ
ー
ド
ル
を
ク
リ
ア
す
れ

ば
良
い
か
。

猟
銃
の
免
許
を
取
っ
て
銃
を
持
つ

人
に
も
う
少
し
補
助
を
多
く
出
来

な
い
か
。
銃
は
高
額
で
あ
る
こ
と
も
免

許
取
得
を
躊
躇
す
る
理
由
の
一
つ
で
は

無
い
か
。

銃
の
免
許
以
外
に
も
色
々
な
事
に

経
費
が
掛
か
る
事
が
分
か
っ
て
い

る
の
で
、
十
分
検
討
し
た
い
。

欠端 則夫 議員

QQ

Q

QQ

Ａ

Ａ

ＡＡ

捕
獲
鳥
獣
の
ジ
ビ
エ
化
に
つ
い
て ジ

ビ
エ
の
問
題
点
と
自
治
会
活
動
に
つ
い
て

Q ＡＡ

自
治
会
に
よ
る
草
刈
り
等
の

活
動
に
つ
い
て
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／
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／
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今
後
の
予
定
は
。

弓
道
場
の
一
部
利
用
に
つ
い
て
は
、

管
理
人
設
置
が
必
要
と
の
こ
と
か

ら
関
係
者
と
協
議
中
で
あ
る
。
全
体
の

利
活
用
に
つ
い
て
は
、
広
大
な
敷
地
・

建
物
と
な
り
、
多
額
の
譲
渡
費
用
や
維

持
管
理
費
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

町
民
に
喜
ば
れ
る
良
い
ア
イ
デ
ア
を
検

討
し
て
参
り
ま
す
。

小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
を
集
約
化

し
、
田
子
高
校
で
展
開
し
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
海
外
か
ら
の
研
修
生
や

移
住
・
定
住
し
た
方
の
研
修
施
設
と
し

て
の
利
活
用
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

ア
イ
デ
ア
と
し
て
受
け
止
め
る
。

事
業
化
す
る
た
め
に
は
、
様
々
な

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
政
策
に
高
め

て
事
業
化
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え

る
。
今
後
、
町
と
議
会
で
様
々
な
ア
イ

デ
ア
を
出
し
、
政
策
に
つ
な
げ
る
。

し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら

れ
る
環
境
を
整
え
る
。

　

公
表
さ
れ
て
い
る
将
来
推
計
人
口
と

比
較
し
、
緩
や
か
な
減
少
と
な
る
よ
う
、

総
合
計
画
の
策
定
と
施
策
の
展
開
を
実

施
し
て
い
く
。

現
状
で
の
町
の
状
況
を
考
え
る
と
、

次
期
総
合
計
画
で
は
、
人
口
減
少
、

少
子
化
対
策
を
最
重
点
課
題
と
位
置
づ

け
、
そ
の
対
策
を
わ
か
り
や
す
い
表
現

で
明
記
し
、
様
々
な
場
面
で
町
長
自
ら

の
言
葉
で
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、
町

民
の
不
安
解
消
等
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

総
合
計
画
が
策
定
さ
れ
た
際
は
、

テ
レ
ビ
町
長
室
等
を
活
用
し
、
政

策
な
ど
を
情
報
は
発
信
し
て
い
く
。

　

町
が
存
続
す
る
た
め
に
は
、
地
域
が

存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
域
が

存
続
す
る
た
め
に
は
、
各
々
の
家
庭
で

後
継
者
を
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

町
は
、
今
後
も
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み

に
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援
し
て
い
く
。

県
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
条
件
は
。

県
有
財
産
の
譲
渡
の
条
件
は
、
県

条
例
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体

等
が
公
共
事
業
を
行
う
場
合
は
、
無
償

譲
与
ま
た
は
減
額
譲
渡
で
き
る
と
規
定

さ
れ
て
い
る
。
譲
渡
価
格
は
５
割
軽
減

が
通
常
で
あ
る
が
、
教
育
用
途
で
あ
れ

ば
無
償
譲
与
の
可
能
性
が
あ
る
。

現
在
ま
で
の
取
り
組
み
状
況
は
。

県
担
当
課
に
出
向
き
、
譲
渡
の
流

れ
の
確
認
、
無
償
・
有
償
の
基
準
、

譲
渡
の
形
式
や
他
町
村
の
事
例
の
確
認

を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
特
別
支
援

学
校
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
県
担
当

部
局
と
協
議
し
た
が
、
児
童
生
徒
数
の

減
少
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
難
し
い

と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

産
業
の
振
興
、
医
療
・
福
祉
や
教

育
環
境
の
充
実
、
防
災
対
策
の
拡

充
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
施
策
の
実
施
が

急
務
で
あ
り
、
人
口
減
少
や
少
子
化
対

策
の
取
り
組
み
が
急
務
と
考
え
る
。
総

合
計
画
に
お
け
る
町
長
の
考
え
は
。

総
合
計
画
は
行
政
の
運
営
の
基
本

方
針
で
あ
り
、
現
在
策
定
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
人
口
減
少
及
び
少
子
化

対
策
に
つ
い
て
、
４
つ
の
視
点
で
実
施

し
て
い
く
。

１
．
魅
力
あ
る
仕
事
を
つ
く
り
、
人
材

の
育
成
を
図
る
。

２
．
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
、
定
住
等

の
人
の
流
れ
を
つ
く
る
。

３
．
町
民
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

４
．
若
い
世
代
が
希
望
を
も
っ
て
結
婚

菊地 健二 議員

QQ

QQ

Q

Q

ＡＡ

ＡＡ

Ａ

Ａ

令
和
４
年
３
月
で
廃
校
と
な
っ
た

田
子
高
校
の
財
産
取
得
に
つ
い
て

次
期
田
子
町
総
合
計
画
に
お
け
る

現
時
点
で
の
人
口
減
少
・
少
子
化

対
策
の
考
え
方
に
つ
い
て

旧
田
子
高
校
の
利
活
用

次
期
田
子
町
総
合
計
画
に
つ
い
て

に
ん
に
く
と
べ
ご
ま
つ
り
／
多
古
町
来
町

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問

決
算
審
査
特
別
委
員
会

議
会
活
動

P2〜 P3

P4〜 P5

P6〜 P9

P10〜 P11

P12〜 P13
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安
全
・
安
心
な
地
域
作
り
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

す
る
た
め
、
調
査
し
な
が
ら
見
直
し
を

進
め
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
と
地
域

防
災
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

防
災
士
の
今
年
度
の
受
講
者
数
と

活
用
法
に
つ
い
て
伺
う
。

今
年
度
は
２
名
で
あ
る
。
活
用
法

は
自
分
の
身
を
最
優
先
し
な
が

ら
、
避
難
誘
導
、
情
報
収
集
等
や
地
域

の
防
災
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
と
な
る
。

農
作
物
等
の
被
害
状
況
や
捕
獲
等

の
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

令
和
６
年
度
実
績
で
、
い
も
類

43
・
５
ア
ー
ル
、
果
樹
20
・
６
ア

ー
ル
、
豆
類
19
ア
ー
ル
、
そ
の
他
水

稲
・
野
菜
等
が
あ
る
。
捕
獲
や
駆
除
は
、

猟
期
も
併
せ
て
、
熊
11
頭
、
ニ
ホ
ン
ジ

緩
衝
帯
に
つ
い
て
は
、
２
カ
所
で

実
施
し
、
効
果
の
実
証
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
は
、
箱

罠
で
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
有
効
性
を

感
じ
て
い
る
。
今
年
度
は
通
信
機
能
付

き
カ
メ
ラ
を
導
入
し
、
捕
獲
の
向
上
、

労
働
力
の
軽
減
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

国
で
は
「
鋳
鉄
」
製
の
旧
管
の
更

新
を
す
る
た
め
、
更
新
計
画
作
成

を
求
め
た
と
あ
る
が
、
い
つ
頃
か
ら
作

成
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

令
和
７
年
６
月
30
日
に
通
知
が
あ

っ
た
が
、
対
象
と
な
る
管
路
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管

等
で
更
新
に
該
当
し
な
い
た
め
、
計
画

書
の
策
定
は
不
要
で
あ
る
。

町
の
上
水
管
の
総
延
長
は
何
ｍ
か

伺
う

令
和
６
年
度
末
で
10
万
３
４
９
１

ｍ
と
な
っ
て
い
る
。

調
査
し
て
い
る
井
戸
水
、
湧
き
水

の
箇
所
数
に
つ
い
て
伺
う
。

調
査
の
結
果
、
井
戸
水
30
カ
所
、

湧
き
水
40
カ
所
と
報
告
を
受
け
て

い
る
。現

地
調
査
、
内
部
検
討
、
確
保
で

き
る
ま
で
の
日
程
を
伺
う
。

町
民
と
現
地
調
査
を
行
い
、
使
用
協

力
頂
け
る
と
こ
ろ
は
水
質
検
査
を

し
、
飲
料
水
と
生
活
用
水
で
使
用
す
る
場

所
を
区
分
け
す
る
工
程
で
本
年
中
に
実
施

し
、
速
や
か
に
情
報
提
供
し
て
い
く
。

防
災
マ
ッ
プ
の
見
直
し
作
業
は
進

ん
で
い
る
の
か
伺
う
。

最
新
情
報
の
た
め
、
全
体
的
な
見

直
し
は
ま
だ
先
に
な
る
。
別
に
地

域
防
災
計
画
を
現
実
に
即
し
た
内
容
に

カ
５
頭
、
イ
ノ
シ
シ
16
頭
の
実
績
と
な

っ
て
い
る
。

人
的
被
害
対
策
と
し
て
「
緊
急
銃

猟
」
が
可
能
と
な
っ
た
が
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
作
成
な
ど
今
後
町
で
は
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

緊
急
銃
猟
は
、
場
所
、
緊
急
性
、

方
法
、
安
全
性
の
確
保
の
４
つ
の

条
件
を
全
て
満
た
し
た
場
合
の
み
、
市

町
村
長
の
判
断
で
、
緊
急
的
な
発
砲
が

可
能
と
な
る
。
現
段
階
で
は
、
現
状
の

警
察
官
に
よ
る
発
砲
命
令
で
行
い
た
い

と
考
え
て
い
る
た
め
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
等
の
策
定
は
計
画
し
て
い
な
い
。

　

今
後
、
他
町
村
か
ら
の
情
報
収
集
や

共
有
、
警
察
等
関
係
機
関
と
の
協
議
や

情
報
収
集
、
国
の
動
向
を
考
慮
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

緩
衝
帯
の
整
備
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を

活
用
し
た
捕
獲
な
ど
の
対
策
は
、

検
討
さ
れ
進
ん
で
い
る
の
か
伺
う
。

山﨑 一義 議員

QQQ

Q Q

QQ

ＡＡＡ

ＡＡ

Ａ

防
災
に
つ
い
て

上
水
道
旧
管
の
更
新
に
つ
い
て

QQ ＡＡＡ

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

に
ん
に
く
と
べ
ご
ま
つ
り
／
多
古
町
来
町

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問

決
算
審
査
特
別
委
員
会

議
会
活
動

P2〜 P3

P4〜 P5

P6〜 P9

P10〜 P11

P12〜 P13



10

　

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
と
も
、
予
算

の
執
行
に
つ
い
て
は
、
効
率
的
か
つ
適
正

な
執
行
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、

事
業
の
執
行
に
つ
い
て
も
お
お
む
ね
良
好

に
進
捗
し
て
お
り
成
果
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。　

　

歳
出
面
で
は
自
主
財
源
等
の
減
少
が
進

む
な
か
、
年
々
厳
し
さ
が
増
す
昨
今
で
あ

り
ま
す
の
で
、
健
全
か
つ
着
実
な
財
政
運

営
を
図
る
べ
く
、
歳
出
の
抑
制
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
今
後
の
事
務
事
業
の
予
算
編

成
及
び
予
算
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
本
町

の
お
か
れ
て
い
る
現
実
へ
の
認
識
を
深
め
、

職
責
上
の
自
覚
を
持
っ
て
こ
れ
に
望
み
、

行
政
上
の
効
果
を
高
め
る
よ
う
努
力
し
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
に
係
わ
る
事
業
運
営
は
、
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
診
療
所
・
老

健
施
設
事
業
特
別
会
計
に
係
る
経
費
が
増

加
の
傾
向
に
あ
る
た
め
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
出
金
依
存
度
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
、

保
健
福
祉
事
業
等
の
推
進
、
施
設
・
備
品

等
の
適
正
管
理
な
ど
創
意
工
夫
に
努
力
す

る
こ
と
を
望
み
ま
す
。田

子
町
監
査
委
員　

髙
沢　

靖
直

菊
地　

健
二

決
算
審
査
意
見
書
（
要
旨
）　

令和７年度決算特別委員会では、一般会計・５特別会計の
決算を審議し、全会一致で原案のとおり認定しました。

一般会計48億円の歳出決算を認定！！
（前年度比0.7％減）

に
ん
に
く
と
べ
ご
ま
つ
り
／
多
古
町
来
町

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問

決
算
審
査
特
別
委
員
会

議
会
活
動

P2〜 P3

P4〜 P5

P6〜 P9

P10〜 P11

P12〜 P13

歳　出
（使ったお金）

48億4296万1千円

歳　入
（入ってきたお金）

48億8269万6千円

民生費
10億6379万1千円

総務費
9億6300万4千円

地方交付税
25億7607万7千円

町債
3億1100万円

地方譲与税
1億1787万5千円

地方消費税交付金
1億3105万円

その他
4億312万6千円

町税
4億7855万7千円

分担金及び負担金
1413万1千円

諸収入
9874万7千円

国庫支出金
4億6931万円

県支出金
2億8282万3千円

公債費
5億3125万2千円

農林水産業費
4億3104万3千円

教育費
4億2878万8千円

衛生費
4億9413万円

土木費
3億8730万5千円

商工費
1億9899万7千円

消防費
2億5304万３千円

その他
9160万3千円
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予防接種、検診などにかかる
費用

町債として借りたお金の返済
など

国際交流や主な庁舎の維持管
理、様々な政策にかかる費用

道路や橋の整備や維持などに
かかる費用

農畜産業支援や産業振興など
にかかる費用

社会福祉や子育て支援、定住
移住政策などにかかる費用

観光振興や施設の維持管理な
どにかかる費用

給食や小・中学校、文化財の
保存、活用などにかかる費用

衛生費公債費

総務費 土木費農林水産業費

民生費 商工費教育費

主な歳出について

決算特別委員会　質疑応答（要旨）
※一部抜粋して掲載しています。

に
ん
に
く
と
べ
ご
ま
つ
り
／
多
古
町
来
町

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問

決
算
審
査
特
別
委
員
会

議
会
活
動

P2〜 P3

P4〜 P5

P6〜 P9

P10〜 P11

P12〜 P13

は
事
務
局
機
能
の
強
化
、
人
材
育
成

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

○
欠
端
委
員

　

公
営
塾
実
施
業
務
委
託
料
と
あ
る

が
、
何
日
実
施
し
た
の
か
。

●
教
育
課
長

　

中
学
３
年
生
を
対
象
と
し
た
高
校

受
験
講
座
は
30
日
、
夏
休
み
に
行
っ

た
集
中
講
座
は
中
学
３
年
生
・
２
年

生
各
５
日
ず
つ
で
す
。

○
尾
形
委
員

　

病
後
児
保
育
事
業
補
助
金
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

●
住
民
課
長

　

病
気
や
け
が
な
ど
か
ら
回
復
途
中

で
あ
る
児
童
を
一
時
的
に
預
か
る
事

業
で
す
。
令
和
６
年
度
の
実
績
は
０

人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
対
応
で

き
る
よ
う
待
機
し
、
体
制
を
整
え
て

も
ら
う
た
め
の
必
要
な
経
費
で
す
。

○
尾
形
委
員

　

文
化
観
光
交
流
施
設
「
み
ろ
く
館
」

の
現
在
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と
、

維
持
運
営
に
関
し
て
今
後
の
見
通
し

は
。

●
商
工
振
興
課
長

　

令
和
４
年
度
オ
ー
プ
ン
以
来
、
町

直
営
で
管
理
運
営
を
行
っ
て
お
り
、

人
件
費
２
名
分
を
含
む
維
持
管
理
総

計
は
、
３
カ
年
平
均
で
８
０
０
万
円

か
ら
９
０
０
万
円
く
ら
い
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

観
光
協
会
と
は
イ
ベ
ン
ト
等
を
通

し
て
連
携
し
、
一
緒
に
や
っ
て
き
て

い
ま
す
。
観
光
振
興
を
す
る
上
で
観

光
協
会
は
不
可
欠
で
す
の
で
、
ま
ず
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　二戸市・三戸町・田子町議会議員協議会研修会では隣接する１市２町の議会議員が、
共通の課題解決に向け取り組んでいます。
　今回、総会後に「鳥獣被害対策について～個人で、地域でやれること～」と題し青森
県三八農林水産事務所農業普及振興室主査・今井達也氏を講師に招き、研修会を行いま
した。

行政と町民が一体となった対策を
（澤口　勝）

①入れない　②近づけさせない
③増やさない！対策必須 （尾形　憲男）

見通しを良くしクマやイノシシ等の
隠家を無くする　　　　（椛本　義見）

持続的な防除は地域の対策意識の構
築が必要！　　　　　　（宮村　尚哉）

どの自治体でも害獣には頭がいたいよ
うだ　　　　　　　　　（欠端　則夫）

関係機関と一丸となり被害防止！
（山崎　美代志）

ステージが変わった鳥獣被害。新たな
対策を　　　　　　　　（菊地　健二）

行政、集落、地区の連携と町民の対
策意識　　　　　　　　（山﨑　一義）

鳥獣被害対策として個人、地域でや
れること　　　　　　（中平　美賀子）

令和７年１０月２２日
二戸市・三戸町・田子町議会議員協議会総会

に
ん
に
く
と
べ
ご
ま
つ
り
／
多
古
町
来
町

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問

決
算
審
査
特
別
委
員
会

議
会
活
動

P2〜 P3

P4〜 P5

P6〜 P9

P10〜 P11

P12〜 P13
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読まれる広報誌に！ 743町分の田子町、住民の政治参加をうながすツールに！
（尾形　憲男）

北から南まで全国の議会広報を作る方々が年に１度の研修に集まって考えさせ
られた	 （欠端　則夫）

広報もホームページを使うなどデジタル化。先進事例を学び、アイデアで読ま
れる広報へ	  （菊地　健二）

令和７年８月２８日
町村議会広報研修会　全国会

令和７年１０月２１日　正副議長事務局長研修会

青森市

に
ん
に
く
と
べ
ご
ま
つ
り
／
多
古
町
来
町

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問

決
算
審
査
特
別
委
員
会

議
会
活
動

P2〜 P3

P4〜 P5

P6〜 P9

P10〜 P11

P12〜 P13
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先
般
、
日
本
一
の
議
会

報
と
い
う
も
の
を
見
た

が
、
こ
れ
だ
け
の
も
の
を

作
る
に
は
大
変
な
労
力
と

時
間
を
有
す
る
だ
ろ
う
な

と
感
心
し
た
。

　
高
い
山
を
見
て
登
山
を

諦
め
る
よ
う
な
心
に
な
っ

た
が
、
そ
れ
も
で
き
な
い

の
で
、
ま
ず
は
町
で
作
ら

れ
配
ら
れ
る
広
報
誌
や
配

布
物
の
中
で
、
一
番
先
に

町
民
の
皆
様
に
手
に
と
っ

て
頂
け
る
よ
う
に
、
私
た

ち
な
り
に
考
え
て
や
っ
て

行
こ
う
と
思
っ
た
。

（
欠
端
　
則
夫
）

発
行
・
編
集
責
任
者　
　
　

　

議
長　
　
　

澤
口　
　

勝

　

議
会
広
報
編
集
委
員
会

（
１
２
５
号
）

　

委
員
長　
　

欠
端　

則
夫

　

副
委
員
長　

菊
地　

健
二

　

委
員　
　
　

尾
形　

憲
男

　
　
　
　
　
　

宮
村　

尚
哉

　
　
　
　
　
　

山
﨑　

一
義

執
筆
協
力

　
　
　
　
　
　

全
議
員

つ
ぶ
や
き

郷土の産品と伝統を伝え交流の架け
橋と成す。	 （澤口　勝）

色々な町の特産品があり、田子ニン
ニクは大人気！	 （宮村　尚哉）

長時間歌っておどるパワーの元はに
んにく！？	 （欠端　則夫）

中野人の魂に響いた田子のナニャド
ヤラ	 （菊地　健二）

東北集結！！ 迫力満点の絆まつり
	 （中平　美賀子）

令和７年１０月２５日
２０２５なかの東北絆まつり

東
京
都
中
野
区

で
開
催
さ
れ
た

「
２
０
２
５
な
か

の
東
北
絆
ま
つ

り
」
で
は
、
東
北

各
地
の
名
産
品
や

Ｂ
級
グ
ル
メ
、
郷

土
芸
能
が
集
結
し

ま
し
た
。


